
2015 年 2 月度・第 99 回支部会議事録 

 

日時： 2 月 28 日(土) 14:00～14:30 

場所： 株式会社ユー・エス・ジェイ 会議室 

司会： 伊藤（高）  書記： 日下 

出席者： 萩原、鷲山、福島、伊藤（高）、野原、徳永、速水、久保田、大舘、柳父、山口、飯田、伊藤（聖）、小友、笹平、

中村、深井、北田、平井、増穂、能任、日下 

（オブザーバー） 石岡、中村、吉田 （以上敬称略）  計 ２５名 

 

議題： 

１．本部報告（鷲山） 

 ２／２４本部運営会議が開催されたが、審議事項は以下のとおり。 

 危機管理対策機構の D-PAC プロジェクト「想定外への挑戦～富士山噴火を考える～」を BCAO との共催とす

ることを了承。 

 ３／３，４の訓練講座は希望者が少ないため、３／２４，２５の訓練講座に統合して実施する。 

 国連防災世界会議（仙台）で仙台市の BCP を紹介するパネルを掲示したいとの要望が仙台市からあり、今後

の関係もあるので、BCAO として了解したい。 

 ３／１８の事業継続推進セミナー（於大阪商工会議所）には関西支部からの応援もお願いしたい。 

 ２／２８の関西地域勉強会について BCAO本部からの参加希望はなし。 

 「BCAO アワード 2014」は合計 19件の受賞が決定した（詳細略）。 

 

２．BCAO関西支部・勉強会に関するアンケート結果について（野原） 

 22 名から回答あり。 

 開催希望日時は、これまで同様、毎月第 3水曜日、18 時開始が多かった。 

 取り上げてほしいテーマとしては、訓練、地震・防災対策、サプライチェーンなどがあった。 

 年間テーマとしては、「レジリエンス」や「連携」があるのではという意見があった。 

 また日常業務で抱えている悩み事の相談会をしてはどうか、という意見もあった。 

 勉強会での講演者については、従来の 1～2時間ではなく 20 分でも話題提供できる人は名乗り出て欲しい。 

 

３．意見交換その他 

 ISO22301 については名工大・渡辺先生（副理事長）が関西地域勉強会で話してもいいと仰っている。 

 勉強会で話すとしても、参加者の関心度合いやレベル感は気になる。どこに力点を置くのがよいか。 

 例えば、IT に関しては（それ以外でも）プロや専門家としての話が聞きたい。 

 何方の話でも参加者の視野を広げるのに役立つし、何らかの気づきは必ずあるはず。 

 内容が参加者に受けるか否かはあまり重要ではない。気づきの点はきっとある。 

 勉強会の講演者／話題提供者はできるだけ堅苦しくならないようにお願いしたい。 

 勉強会の参加者には全員一度は話をしてもらいたいと考えている。 

 

〔注意事項〕この後の勉強会では、USJ さんのオフセットの写真撮影及び SNS 投稿は絶対しないようにお願いする。 

以 上 


